
有意義だった体験入学

毎年この時期日本への一時帰国の機会に、国内の学校に体験入学する子どもたちが沢山います。今
年も１００名以上の子どもたちが参加しました。学校が始まって、私の手元に「体験入学・一時入学
アンケート」が届き始めています。

アメリカの現地校は、６月下旬には学年の終わりを迎え、９月上旬まで長期の夏休みに入ります。
補習授業校の授業は続いているのですが、この機会に一時帰国し、７月下旬まで学校が続いている国
内の学校に体験入学することができます。また、８月下旬や１・２月頃に体験入学を希望する方も例
年いるようです。LI 校でも WTA 校でも、毎年沢山の子どもたちが、参加するのを楽しみにしている
ようです。届いたアンケートから楽しかった体験入学の様子が伝わってきます。保護者からのコメン
トの一部をご紹介します。

「少人数の学校だったこともあり、すぐに友達になれたようです。初めての
小学校体験でしたが、戸惑うことなく、学校生活が送れました。最後の日
には、みんなから寄せ書きをいただき、本当に有意義な体験入学でした。」
（初等部１年）
「１年生は１クラスしかなかったが、補助の先生もついてくださり、安心して
通わせることができた。他にも上海からの体験入学の男子が一人おり、す
んなり受け入れてもらえた。放課後の校庭開放にも何度か遊びに行き、と
ても良い体験ができたと思う。」（初等部１年）
「上級生が下級生のお世話をすごくしっかりしていたのに感心しました。ア
メリカにはない”そうじ”の時間もあり、いい経験になったと思います。」（初
等部１年）
「給食の配膳当番や日直さんもやらせていただき、とても楽しかったので、
辞めたくないと言っていました。体操着や水着は所定のものがありましたが、あるもので代用させていた
だきました。購入したのは上履きのみです。」（初等部１年）
「通学班がない学校でしたが、すぐに同じクラスのお友達を作って一緒に通学できました。担任の先生も
クラスのお友達もとても親切で、とても楽しかったようです。学校に行きたがるので、一週間の予定を二
週間に延長して頂きました。」（初等部３年）
「クラスのお友達もとても親切で、２０日の終業式まで行き、お別れ会もしてもらい楽しかったようで、ま
た行きたいと言っています。夏休みに入り、ラジオ体操も休まず行きました。これも体験入学のお陰では
ないかと思っています。」（初等部３年）
「今回２度目の体験入学となったため、友達の方が娘を覚えていてくれて、分からないことなどお手伝い
をしてくれたりと仲良く接してもらい、とても楽しい充実した毎日だったようです。学校全体の様子も明るく、
年相応の子供達との関係も体験できたようです。」（初等部３年）
「友達との交流や日本文化の体験など、とても有意義な体験入学でした。」（初等部４年）
「短期間でしたが、お友達はずいぶん沢山でき、学校が終わった後でも遊ぶ程でした。」（初等部５年）
「関心を持ってくれたお友達が何人かおり、初日から楽しく過ごせた。水泳、家庭科の調理実習や裁縫な
ども体験し、達成感があったようだ。放課後の校庭開放にも進んで参加した。先生からも、順応性が高く、
海外で生活していくにはこうでなくてはいけないのですね、と言われた。」（初等部５年）
「サッカーのクラブ活動に積極的に参加した。土曜日も行ったり、毎日帰ってくるのは７時過ぎでした。東
京の中学生はどうだろうと心配していましたが、みんなとても素朴で、優しくて、友達思い、また来年行き
たいと言っています。」（中等部１年）
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授業日 LI 校 WTA 校

９／４ 絵画コンクール審査 絵画コンクール審査
初等部社会科授業② 幼初等部６時間授業③（運動会練習）

９／１１ 作文コンクール案内 作文コンクール案内
幼初等部６時間授業④（運動会練習）

９／１８ 初等部社会科授業③ 幼初等部運動会（午後）

９／２５ 初等部教科書配布 初等部教科書配布
中高等部球技大会 （運動会予備日）

授業再開！
友達と久しぶりに遊ぶ子ども
たち

８／２１久しぶりに授業が再開さ
れました。新たに３４名の転入生を
迎え、両校合わせて在籍数７３５名
で再スタートしました。早速１５分
間休みには外に出て、先生も一緒に
なって「だるまさんがころんだ」を
楽しんでいる様子が見られました。
（WTA 校）

教育講演会のご案内

「子どもの脳と発達」
講師：榊原洋一先生

子どもの脳は日々急速に成長しています。日本でも大人気
の榊原先生から、子どもの脳の発達の仕組みや、効果的な
子育てのしかたについてお話を聞いてみませんか？
アスペルガー症候群やADHD など、ちょっと気になる軽度発
達障害についてもわかりやすくお話いただきます。異文化の
中で日々奮闘している日本の子どもたちの支援法をいっしょ
に考えてみませんか？
【日時・場所】

9／ 11(土) 9：30～ 11：00（質疑応答含む）
ニューヨーク補習授業校 LI 校

9／ 11(土) 13：00～ 14：30（質疑応答含む）
ニュージャージー補習授業校

9／ 13(月) 10：00～ 11：30（個別相談１２時頃から）
ニューヨーク日本人学校

※WTA校の関係者はお近くの会場にご参加ください

無料個別相談受付： 9/13 の午後 1 時 30 分頃まで
（お一人 15 分程）

※個別相談には事前登録が必要です。

※個別相談の申し込みは教育相談室 203－ 629-5922
または jecmm@jec-ny.org までご連絡ください。

海外邦人医療基金の協力により、日本での小児神経発達
の第一人者である榊原洋一先生の講演会が可能になりまし
た。海外邦人医療基金は、日本企業が中心となり、海外勤
務者やそのご家族の健康支援を目的に、１９８４年、当時の
外務、厚生、労働３省共管の公益法人として設立された機
関です。

９月６日（月）は

「Labor Day」
インターネットで調べてみると、

そもそも「労働者の日」としてスタ
ートしたようですが、今では「夏の
終わりを告げる日」の意味合いが強
くなっている、とありました。補習
授業校に通う子どもたちにとって
は、翌日から現地校の新学期が始ま
る日、と言うことになります。目標
をしっかり持たせ、新年度をお迎え
ください。


